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§１ はじめに 

 

  岐阜市北部における産業廃棄物不法投棄事案（以下、「本事案」とい
う。）については、平成 16 年の事案発覚後、詳細調査等を実施し、不法

投棄された廃棄物の性状や周辺環境への影響等の把握を行った。その結

果、水質及び環境大気等について周辺環境への影響は、現在までのとこ
ろ認められていない。 

しかし、詳細調査実施後も混合廃棄物堆積層内部では一部温度の高い

状態が続いていることが確認されており、この状況を受けて平成 18 年
度に混合廃棄物堆積層内部の温度状況及びガスの発生状況を調査した

ところ、混合廃棄物堆積層内部では燃焼が起こっており、さらに発生ガ

スからは燃焼に伴う高濃度のダイオキシン類が生成されていることが
確認された。 

そのため、平成 19 年 4 月に「岐阜市北部地区産業廃棄物不法投棄事

案に係る消火等支障除去事業に関する技術専門会議」（以下、「技術専門
会議」という。）が設置され、「特定産業廃棄物に起因する支障の除去等

に関する特別措置法」（平成十五年法律第九十八号）に定める支障及び
支障のおそれを特定し、その支障及び支障のおそれを除去するために必
要となる対策工（以下、「対策工」という。）の内容について 3回にわた

って技術的見地からの検討を行った。 

今般、当技術専門会議では、検討した内容の取りまとめを行なったの
で、以下のとおり提言を行うものである。 
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§２ 支障及び支障のおそれに至った経緯 

 

 詳細調査実施後の平成 17 年 4 月に、この調査で設置したボーリング
孔から白煙が噴出していることが確認された。このため、このボーリン

グ孔の孔口の温度を測定したところ 70℃以上の温度が確認された。 

 この結果について、岐阜市では専門家に意見を伺ったところ混合廃棄
物堆積層内部の木くずの発酵が発熱の原因ではないかとの意見とガス

調査の実施及び温度変化を継続的に監視するよう指導を受けた。 

 一方、平成 11 年 5 月頃及び 12 年 1 月頃、現場内において火災が発生
した。その際、放水及び覆土によって消火を行ったが完全に消火できて

いないことも発火の理由の一つとして考えられる。 

 これを受けて、岐阜市ではガス調査は実施しなかったが、最上部に設
置しているボーリング孔について、温度及びガス圧の調査を約 1年間に

わたって実施した。しかし、高温の状態が続き、温度が下がる傾向は見

られなかった。 
このため、岐阜市では平成 18 年 9 月から 12 月にかけて、混合廃棄物

堆積層内部の温度及び孔口から発生しているガスの組成についての調
査を実施した。その結果、混合廃棄物堆積層内部では、燃焼及びダイオ
キシン類が発生していることが確認されたが、専門家の指導に従って白

煙の噴出を確認した際にガス調査を行えば、燃焼及びダイオキシン類の

生成をもう少し早く確認ができた可能性があることは否めない。 
混合廃棄物堆積層内部での燃焼及びダイオキシン類の生成が確認さ

れたことを受けて、当技術専門会議では、消火及びダイオキシン類の除

去のために必要となる対策工について検討を行うこととなった。 
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§３ 支障及び支障のおそれ 

 

 本事案では、技術専門会議として以下の事項を支障及び支障のおそれと
した。 

 １ 支障及び支障のおそれ 

○ 混合廃棄物堆積層内部での燃焼 
○ 混合廃棄物堆積層の崩落や亀裂等によって高濃度のダイオキ

シン類を含む燃焼ガスが大気中へ噴出及び飛散するおそれ 

○ 混合廃棄物堆積層内への雨水等の浸透による高濃度のダイオ
キシン類を含む浸出汚濁水が周辺環境に流出するおそれ 

 
 
§４ 達成すべき目標 

 

 §２で特定した支障及び支障のおそれを除去するために、以下の事項を

達成すべき目標として定める。 
 １ 燃焼部の消火 

    混合廃棄物堆積層内部では高温の燃焼や熱分解が発生している

と予想されることから高濃度のダイオキシン類を含む燃焼ガスを
噴出することなく消火すること。 

 ２ ダイオキシン類の拡散・飛散防止 

ダイオキシン類の拡散及び飛散を防止するため、高濃度のダイオ
キシン類を除去すること。 
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§５ 技術専門会議での意見 

 

 対策工を検討するにあたり、当技術専門会議では、以下の意見が出され
た。 

【消火対策について】 

 ①事前対策に関する事項 
  ・ 空気流入を防止するための対策として、法面のキャッピング対策

と沢水水路部分の封鎖が必要である。 

 ②散水掘削案（Ａ案） 

  ・ 消火では、高温部に水をかけて温度を低下させることが一般的で

あり、過去の例からは妥当な案である。 

  ・ 確実に消火できる案と考えられる。 
  ・ 消火に伴う状況変化について、ある程度の予測が可能と考えられ

る。 

  ・ 消火に伴って高濃度のダイオキシン類を含む燃焼ガス及び水蒸気
が大気中に放散される懸念がある。 

  ・ 費用が安価であるからといって、安全性を無視することはできな
い。 

 ③注水掘削案（Ｂ案） 

  ・ 消火に必要となる水量を抑え、ダイオキシン類の処理量を減らす

ことが可能と考えられる。 
  ・ ダイオキシン類の大気中への飛散を抑えることが可能と考えられ

る。 

・ 早期の消火作業着手の観点からは望ましい案である。 
・ 先行事例はないが、十分なモニタリングを行なうことにより実施

は可能と考える。 

  ・ ボーリングが計画どおりに削孔出来るか、また、注水が確実に施
工出来るか不明である。 

  ・ 熱源箇所を確実に特定できるか、また、ボーリング孔の煙突効果

によるダイオキシン類の発生が懸念される。 
・ ボーリングの本数、深度設定及び注水方法が課題である。  

 ④水没掘削案（Ｄ案） 
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  ・ 遮水壁の設置が確実に出来ないことが懸念される。 

  ・ 他の案と比べて工期がかかり多額の費用が必要である。 
 ⑤ボーリング本数縮減案 

  ・ 低温部の掘削後、高温部の周辺に注水を行う。注水による温度低

下を確認後、散水設備を準備した上で掘削する散水掘削案（Ａ案）
と注水掘削案（Ｂ案）の併用案の検討も効率的な消火の観点から必

要と考える。 

  ・ 先行事例が無いものの、消火期間の短縮が可能であり、望ましい
案である。 

  ・ ボーリング孔の削孔間隔については、現場の状況によって臨機応

変に対応できるようにしておくことが必要である。 
  ・ ボーリング削孔時に混合廃棄物堆積層内部の温度モニタリングを

十分に行なうことが必要である。 

 ⑥その他 

  ・ 周辺環境に影響が少ない対策工を検討することが必要である。 

  ・ ボーリング孔(b-31)と同様に孔内温度が高温となる可能性がある

ため、早急に対策を行なうことが必要である。 
  ・ 消火と掘削を区別して考えるのではなく、どのように組み合わせ

れば効率的に消火が出来るかを考えるべきである。 

  ・ 陥没や斜面崩落による事故や燃焼ガスの噴出の危険性を回避する
ために、空洞を確認する必要がある。確認の方法としては、掘削に

よる堆積廃棄物の除去等があるが、燃焼ガス等の噴出が無いことを

事前に確認しなければならない。 
 

【ダイオキシン類の処理対策について】 

  ・ 生活環境保全上の支障を除くという観点から、「ダイオキシン類対
策特別措置法」及び「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」など関

係法令の基準に基づいて廃棄物を処理することが望ましい。 

    なお、廃棄物の汚染濃度は、その廃棄物の状態等によって大きく
異なることが考えられる。そのため、試料のサンプリング方法につ

いては、廃棄物の状態等ごとに分析を行い、マニュアルに定められ

た方法が妥当であるかの判断を行なうことが必要である。 
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  ・ ダイオキシン類の処理にあたっては、場外へ搬出するか場内で処

理するかは、どちらが適正かを判断した上で、適切に処理すること
が望ましい。 

  ・ 廃棄物の選別にあたっては、特にダイオキシン類に汚染された廃

棄物を減量化することを目的として選別することが必要である。 
 

【その他の対策について】 

  ・ 消火に伴う汚濁水処理に必要な施設については、集中豪雨等にも
十分対応が可能となる処理規模としておくことが必要である。 

  ・ 汚濁水処理施設については凝集沈殿処理による方法が望ましい。 

  ・ 対策工の開始により様々な環境影響が発生することも考えられる
ので、モニタリングについては、作業環境も含めて十分な実施計画

を定める必要がある。 
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§６ 提言 

 

 過去３回開催した会議における各委員の意見を踏まえて、当技術専門会
議では、消火対策及びダイオキシン類の処理対策について以下のように提

言を行う。 

【事前対策工】 

  混合廃棄物堆積層内部の燃焼の拡大を防止する観点から、対策工の実
施に先立って、以下の対策を速やかに実施することが必要である。 

   ①廃棄物が露出している法面箇所のキャッピング 

     ただし、廃棄物が露出している法面以外の箇所についても、ク
ラック等が確認された箇所については、適切な覆土を行なうこと

が望ましい。 

   ②沢水水路の水封等を行い、空気の流れを遮断する。 
 

【消火対策工】 

 １ 消火方法 

消火方法は、散水消火による方法が、火災現場等での実績もあり、

一般的である。 

  しかし、 
①混合廃棄物堆積層内部の燃焼の拡大を防止するためなるべく

速く消火に着手できること 

②消火に要する期間が短いこと 
③消火作業実施に際して、水蒸気及び燃焼ガスの発生並びにダイ

オキシン類の飛散や拡散が起こりにくいこと 

等の条件を満たす消火方法として、本事案では主に注水消火によって
実施するものとする。 

ただし、 

①散水消火に比べて、施工費用が多額なこと 
②消火を確実に確認することが出来ないこと 

等を考え合わせ、散水掘削を併用して実施するものとする。 
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なお、注水消火の削孔間隔については、現場の状況に応じて臨機応

変に対応することが望ましい。 
散水掘削は、消火をより確実なものとするために、注水消火後速や

かに行い、消火を確認するものとする。掘削にあたっては、散水設備

等をあらかじめ準備しておき、混合廃棄物堆積層の湿潤状態によって
は散水を行いながら掘削する。 

 

 ２ 消火対策実施にあたっての留意点 

消火対策の実施にあたっては、事前に混合廃棄物堆積層の燃焼部分

の調査や周辺環境の保全及び消火作業時の安全を十分に確保するこ

とが必要である。 
注水消火は、比較的低温の区域から順次、温度の高い区域に向かっ

て行なうことが望ましい。 

消火に使用した水は、ダイオキシン類等を含んでいることから凝集
沈殿処理等必要な水処理を行なうとともに、放流水を極力少なくする

観点から循環利用することが必要である。 

また、注水作業の実施にあたっては、廃棄物層内部の温度の確認や
廃棄物の湿潤状況等のモニタリングを十分に行なうことにより消火
の効果を確認するものとする。 

さらには、混合廃棄物堆積層内部では、空洞化が起こっていること
が懸念される。空洞は、陥没や斜面崩壊を起こす危険性があるため、

掘削に際しては、燃焼ガス等の噴出が無いことを確認した上で実施す

ることが必要である。 
 

３ ダイオキシン類の処理対策 

ダイオキシン類に汚染された廃棄物は、「ダイオキシン類対策特別
措置法」及び「廃棄物の清掃及び処理に関する法律」に定められた基

準等に従って適切に処理することが必要である。ただし、廃棄物の状

態等が一様でないことから、廃棄物の状態ごとに検査を行い、その検
査結果を基にサンプリングの方法等を決定することが必要である。 

また、選別・分級は、ダイオキシン類に汚染された廃棄物の処分量

を極力抑えるために、本現場の廃棄物の状況を踏まえた上で、最も適
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した方法によって実施することが必要である。 

ダイオキシン類の無害化処理については、場外へ搬出し溶融処理等
を行なうか場内での無害化処理のどちらの処理方法が適正かを判断

した上で決定することが望ましい。 

 ４ その他 

現場内で必要となる沢水の集水施設や汚濁水処理等の水処理施設

の規模については、集中豪雨などの不測の事態にも対応が可能となる

ような規模等としておくことが必要である。 
対策工実施にあたっては、場内及び場外で継続的にモニタリングを

実施することにより、周辺環境の安全確保に努めるものとする。特に

対策工着手後は、混合廃棄物堆積層からの発生ガスや地下水等に様々
な影響がでることが懸念されることから、作業環境や周辺環境等の安

全確保のために十分な調査を行うことが必要である。 
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岐阜市北部地区産業廃棄物不法投棄事案に係る 

消火等支障除去対策に関する技術専門会議要綱 

 

平成 19 年 4 月 5 日決裁 

 

 （設置） 

第１条 岐阜市北部地区産業廃棄物不法投棄事案（以下「事案」という。）に係る特定産業

廃棄物に起因する支障の除去等に関する特別措置法（平成１５年法律第９８号）に基づ

く特定支障除去等事業の内容等について、技術的見地から助言を得るため、岐阜市北部

地区産業廃棄物不法投棄事案に係る消火等支障除去対策に関する技術専門会議（以下「会

議」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 会議の所掌事務は、次のとおりとする。 

 (1) 調査結果を踏まえた消火対策に関すること。 

 (2) 前号に付随する対策に関すること。 

 (3) 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

 （組織） 

第３条 会議は、委員６人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

 (1) 学識経験者 

 (2) 前号に掲げる者のほか、市長が適当と認める者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、平成２０年３月３１日までとする。ただし、補欠の委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

 （座長） 

第５条 会議に座長を置く。 

２ 座長は、委員の互選により定める。 

３ 座長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 座長に事故があるとき又は座長が欠けたときは、あらかじめ座長が指名する者がその

職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 会議は、必要に応じて座長が召集する。 

２ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。 

第７条 座長は、前条の規定にかかわらず、やむを得ない場合は、持回りの方法により会

議を開くことができる。 
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２ 座長は、前項の規定により会議を開いたときは、その結果を委員全員に報告しなけれ

ばならない。 

 （意見の聴取） 

第８条 座長は、必要があると認めるときは、会議に関係者等の出席を求め、その意見を

聴くことができる。 

 （庶務） 

第９条 会議の庶務は、環境事業部産業廃棄物特別対策室において処理する。 

 （その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関して必要な事項は、別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、平成１９年４月６日から施行する。 
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○委員名簿 
(敬称略・五十音順) 

氏  名 所  属 専門分野 備考 

井 上 雄 三 
国立環境研究所 

循環型社会・廃棄物研究センター 
廃棄物処理対策 座長 

形 見 武 男 岐阜県保健環境研究所 大気汚染対策  

古 積  博 
総務省消防庁消防大学校 

消防研究センター危険性物質研究室 
消火対策  

寺 尾  宏 (財)岐阜県環境管理技術センター 
土壌 

・地下水汚染対策 
 

樋 口 壯太郎 福岡大学大学院工学研究科 
環境工学 

(廃棄物処理対策) 
 

細 見 正 明 東京農工大学大学院 

水・土壌環境工学 

(ダイオキシン類 

・重金属汚染対策) 
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○会議開催状況 

【第 1回会議】 

 ・日  時：平成 19 年 5 月 15 日(火) 午後 1時 30 分から 

 ・場  所：岐阜市消防本部 大会議室 

 ・検討内容：現場視察 

       調査結果報告及び課題抽出 

 ・出 席 者：井上雄三委員、形見武男委員、 

内藤浩由委員（古積博委員代理）、寺尾宏委員、細見正明委員 

 

【第２回会議】 

 ・日  時：平成 19 年 7 月 31 日(火) 午後 1時 30 分から 

 ・場  所：岐阜市消防本部 大会議室 

 ・検討内容：第１回会議 課題整理 

       消火対策について 

 ・出 席 者：井上雄三委員、形見武男委員、古積博委員、寺尾宏委員、 

樋口壯太郎委員 

 

【第３回会議】 

 ・日  時：平成 19 年 9 月 14 日(金) 午後 1時 00 分から 

 ・場  所：岐阜市本庁舎 大会議室 

 ・検討内容：第２回会議 課題整理 

       消火対策について 

       ダイオキシン類の処理について 

       濁水処理対策について 

       モニタリング計画について 

 ・出 席 者：井上雄三委員、形見武男委員、寺尾宏委員、樋口壯太郎委員 
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